

























































































 筆者は頭部形態を 8種類に分類し、地域を加賀と能登の 2
地域、古代、中世、近世の 3時期に区分してそれぞれ分析を
行った。その結果、中世において両地
が変化することが判明し、古代にはみられなかった頭部を巻
き込むE類が出現するという変化もみられた。また、加賀と
能登では地域によって主たる形態が異なることが判明した。
この時期的変化、地域的変化の要因として、他の可能性が低
いことから、鉄釘の主な用途である建物の変化を想定した。 
 今回、遺物のなかでもあまり重要視されてこなかった鉄釘
において、石川県内だけでもこのような変遷が存在すること
が明らかとなった。今後各地での研究が進めば、より多様な
考察が可能となるであろう。 
 
「金沢城下遺跡出土漆器椀の研究」 
て出土しにくいことや、出土しても完型の
城下町
跡の発掘調査により多くの漆器史料が出土している。また
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